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きょう

議会の略称です。公共性を持った社会福祉団体です。
誰もが安心して暮らすことのできる地域福祉の実現を目指しております。

社協
なかしべつ町

だより

社協
って?

『社協だより』は
共同募金の

一部助成を受けて
発行しています。

編集発行／社会福祉法人  中標津町社会福祉協議会
〒086-1110 標津郡中標津町西10条南9丁目1番地4
　　　　　 中標津町総合福祉センター（プラット)
　　　　　 電話0153-79-1231 FAX0153-79-1233
　　　　　 http://www.plat.or.jp
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【鮭の里親事業】2月6日から3ヶ月間、展示飼育し、5㎝程に
育った稚魚は5月5日に長い旅に出発しました。4年後には
母なる川に帰ってきます。

中標津農業高等学校の皆さんにご協力をいただき、
福祉センターの花壇にきれいな花が植えられました。

富国生命外野クラブ様よりタオル・ぞうきんの
ご寄付をいただきました。ありがとうございました。

オフィスプロダクト有限会社様よりご寄付および
消毒液を頂きました。ありがとうございました。

西部地域まちづくり協議会の主催による、
真冬の災害発生を想定した避難所体験に参加しました。

中標津しらかば学園自治会様よりご寄付をいただきました。
ありがとうございました。

夏号
令和２年
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　社会福祉協議会は、平成30年4月に施行された改正社会福祉法の地域福祉推進の理念に沿って、地域共
生社会の実現に向けた包括的な支援体制の担い手として積極的に行動していくことが求められています。
　その様な背景の中、本会は第6期地域福祉実践計画の策定に向けて準備を進めているところであり、計画
期間である令和3年度から令和7年度までの5年間でどのように地域福祉に取り組んでいくのかを検討して
います。
　また、市民後見人等の活動による成年後見制度や福祉サービス利用援助事業を利用される方への支援拡充、
大規模災害に対する災害ボランティアセンターの設置についての検討、町内で不足している介護サービスの
充足のためのサービス提供などの取り組みにより限られた資源を最大限活用して社会福祉協議会が法的にも
地域的にも求められる役割を果たしていけるよう努めてまいります。

令和2年度 事業計画の取り組み
中標津町社会福祉協議会

【在宅福祉事業】
・�福祉介護専門職からの
ニーズ把握

・�介護生活をサポートす
る体制づくり

・福祉用具および備品等の貸出

  【地域福祉事業】
・�地域を支える担い手づ
くりの推進

・�町内会福祉活動支援事
業の推進

・ふれあいいきいきサロン活動の推進
・�ひきこもりの状態にある方やそのご家族を支援
する体制づくり

【福祉資金貸付事業】
・福祉資金貸付事業の実施
・生活困窮者等に対する安心サポート事業の実施

【心配ごと相談事業】
・相談機関ネットワーク連絡会議の開催
・心配ごと相談窓口の充実
・苦情受付担当者、第三者委員会の設置

【調査広報事業】
・中標津町社会福祉協議会会長顕彰の実施
・広報活動の充実
・ふれあいまつりの開催（中標津町社会福祉大会）

【ボランティア事業】
・ボランティアに関する情報の発信と受信
・個人ボランティアの確保
・�ボランティア活動団体の増加
・�ボランティアの育成とネットワーク化の推進
・�ボランティア団体・市民活動団体への相談支援
・総合的な学習への協力
・�児童・生徒向けボランティ
ア体験講座の開催（ちょっ
と体験ボランティア講座）
・�学童生徒のボランティア活
動普及指定校の指定促進
・根室地区ボランティア研修会への協力
・ボランティアセンター運営委員会の開催

  【生活福祉資金貸付事業】
・生活福祉資金に関わる貸付世帯への支援

【地域福祉実践計画策定事業】
・第5期地域福祉実践計画評価委員会の開催
・�第6期地域福祉実践計画策定・評価委員会の設置

【災害時地域支援事業】
・災害に強い地域づくり

【成年後見事業・成年後見支援センター】
・法人後見の受任
・成年後見事業運営委員会の開催
・市民後見人の養成
・�中標津町成年後見支援センター運営協議会の開催

【福祉サービス利用援助事業】
（日常生活自立支援事業）

・福祉サービス利用援助事業に関わる支援実施
・福祉サービス利用援助事業生活支援員の養成
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【居宅介護等事業】
・�障害者総合支援法における居宅支援等サービス
の提供
・サービスの質の向上のための職員研修
・サービス自己評価の実施

【通所介護予防事業】
・�地域支援事業による通所介護予防事業の受
託

・�新しい通所介護予防事業（仮称）への形態
変更

【福祉センター受託事業】
・�指定管理者としての経費
節減等の経営管理
・�施設の計画的な保守管理
・�施設入所機関を含めた自
衛消防隊の編成

【訪問入浴事業】
・�各種制度における訪問
入浴サービスの提供

・�サービスの質の向上の
ための職員研修

・�サービス自己評価の実施

収入
127,820
千円

支出
127,820
千円

会費収入 1,608千円 その他支出 100千円
寄附金収入 2,450千円

経常経費
補助金収入
36,655千円

受託金収入
58,944千円

貸付事業
収入

180千円

事業収入
2,442千円 介護保険

事業収入
7,343千円

事務費支出
9,765千円

その他の
活動による支出

9,090千円

障害福祉
サービス等
事業収入

1,919千円

その他の収入
54千円

配分金収入
2,281千円

施設整備等支出 261千円

負担金支出
191千円
助成金支出
1,543千円
貸付事業支出

180千円

人件費支出
65,127千円事業費支出

41,563千円

その他の
活動による

収入
13,944千円

会費収入 1,720千円 その他支出 282千円
寄附金収入 3,162千円

経常経費
補助金収入
37,038千円

受託金収入
60,793千円

貸付事業
収入

83千円

事業収入
2,474千円

介護保険
事業収入

5,744千円

事務費支出
8,293千円

その他の
活動による支出

8,796千円

障害福祉
サービス等
事業収入

1,843千円

その他の収入
1,150千円

配分金収入
2,265千円

施設整備等支出 550千円

負担金支出
55千円

助成金支出
1,657千円

貸付事業支出
30千円

人件費支出
68,706千円事業費支出

39,789千円

平成31年度（令和元年度） 中標津町社会福祉協議会 収支決算

令和2年度 中標津町社会福祉協議会 収支予算

その他の
活動による収入

13,183千円

収入
129,455
千円

支出
128,158
千円



4

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
よ
る
一
斉

休
校
に
伴
い
、
親
子
で
自
宅
に
い
る
時
間
が

増
え
た
こ
と
か
ら
小
中
学
生
の
い
る
ご
家
庭

を
対
象
に
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
等
の
貸
出
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
中
が
楽
し
い
時
間
と
な
る

よ
う
様
々
な
種
類
の
ゲ
ー
ム
を
、
延
べ
21
件

貸
出
し
ま
し
た
。
利
用
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

「
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
！
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

新型コロナウィルス感染症の対応について
　中標津町社会福祉協議会では、新型コロナウィルス感染症により日常生活に影響が出た方々に対し
て以下のような支援をしました。

　
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い

る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
緊
急
小
口
資

金
及
び
総
合
支
援
資
金
（
生
活
支
援
費
）
に

特
例
措
置
を
設
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
休
業
等
の
理
由
で
収
入
が

減
っ
た
世
帯
に
対
し
て
、
一
時
的
な
資
金
の

貸
付
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
の
立
て

直
し
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
町
内
で
は
中
標
津
郵
便
局
の
受
付
窓

口
で
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
北
海
道
労
働
金
庫
中
標
津
支
店
で

の
申
請
は
、
原
則
郵
送
の
み
取
り
扱
い
を

行
っ
て
い
ま
す
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
中
標
津
町
内
で
マ
ス
ク
の
購
入
が
で
き
な

い
状
況
が
続
き
、
外
出
す
る
こ
と
も
困
難
で

マ
ス
ク
の
入
手
が
で
き
な
い
方
へ
の
、
手
作

り
マ
ス
ク
の
寄
贈
を
募
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
た
く
さ
ん
の
方
よ

り
温
か
い
お
気
持
ち
が

込
め
ら
れ
た
手
作
り
マ

ス
ク
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
、
外
出
等
が
困
難
で

入
手
が
出
来
な
い
方
な

ど
に
配
布
し
て
有
効
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

緊
急
小
口
資
金
（
特
例
貸
付
）

マ
ス
ク
寄
贈
の
募
集

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
等
貸
出
事
業

（
通
常
登
校
の
再
開
に
よ
り
終
了
）

実施中実施中

　
中
標
津
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
会

員
を
対
象
に
特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
に
関

し
て
、
文
字
が
見
え
な
い
、
書
き
方
が
分
か

ら
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
困
っ
て
い
る
方
へ

書
き
方
や
コ
ピ
ー
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
様
子
が
N
H
K
で
放

映
さ
れ
、
地
域
住
民
の
方
か
ら
も
お
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
現
在
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
へ
も
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
し
て
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

特
別
定
額
給
付
金

　
　
申
請
書
作
成
サ
ポ
ー
ト

実施中

上記の他にも、心配ごとや困りごとがございましたらお気軽にご相談ください。
地域福祉課　相談支援係　☎：0153–79–1231
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　近年話題にあがっています「8050問題」や若者のひき
こもり。わたしたちが住む中標津町でも、これらの問題を
抱えている方が住んでいます。問題を解決し、支援をして
いくためには、正しい知識と理解が必要であります。
　そこで、令和2年1月25日に、先進的にひきこもり問題への支援をされております、秋田県藤里
町社会福祉協議会会長の菊池まゆみ氏をお招きして地域福祉講演会を開催しました。
　レクリエーション活動や就労訓練を行う「こみっと支援事業」や白神山地のガイド体験、介護職
員初任者研修のほか様々なことができる「藤里町体験カリキュラム」などの事業でひきこもりの方
を支援して、外に出るきっかけづくりについての成功事例をメインにお話をしていただきました。
　また、講演会は定員を超える人数の参加があり、改めて大きな問題であると再確認されましたの
で、本会では引き続き、ひきこもり問題の解決方法を検討していきます。

　認知症、知的障がい、精神障がいなどで物事を判断す
ることが十分でなくても、安心して暮らせるようにご本
人を法律的に守る、成年後見制度というものがあります。
市民後見人はその制度を執行し、地域住民という身近な
立場からその人らしい生活を送れるよう支援します。※
市民後見人とは判断能力が不十分な方の財産管理や福
祉、医療、介護などのサービスの契約、手続き等を本人
の代わりに行い、支援します。

≪事業内容≫

・�相談対応～判断能力や財産管理などに不安のある方の
相談に応じて、必要な連携機関と連携し、安心できる
生活を支援します。

・�市民後見人の養成と活動支援～地域住民という身近な
立場からその人らしい生活が送れるように支援する
「市民後見人」を養成します。
・�手続き支援～成年後見制度を適切に利用していただく
ため、手続きの説明や助言などを支援します。

・�普及啓発～成年後見制度をより地域住民の方々に知っ
てもらうため、説明会の開催や、パンフレットの作成
など、理解を深めていただく機会をつくります。

　「町内会福祉活動推進事業」は、町内会等に
おける福祉活動や健康を守り、高めあう活動の
促進をはかり、地域連帯にあふれた豊かな地域
社会づくりを目指すことを目的として実施して
おります。以下の取り組みを行っている町内会
等に対して、助成金を交付し支援をさせていた
だきます。

　令和２年度も1町内会3万円を限度として5町
内会に助成いたします。希望多数の場合は先着
順とさせていただきます。（過去に本事業の助
成制度を利用した町内会は、対象外となりま
す。）
　なお、事業内容や申請書等につきましては、
下記までお問合せください。
地域福祉課 地域支援係　☎：0153-79-1231

・�災害をイメージし、助け合いチームや
助け合いの基盤を作る
・緊急時の連絡網作成
・町内ひとり暮らしの高齢者マップ調査
・�除排雪活動等の福祉活動の展開に関す
る協力

　生活に困っている方や不安を抱えている方などがお
りましたら下記までお問合せください。

地域福祉課 相談支援係　☎：0153-79-1231

地域福祉講演会を開催しました
〜ひきこもり問題〜

中標津町成年後見支援センターでは
認知症や障がいなどにより判断能力が
不十分な方の生活を守ります！

「助成金のお知らせ」
町内会福祉活動推進事業
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気軽に出来る収集ボランティア

報
中標津町社協ボランティアセンター

からのお知らせ

情

  出前講座の内容を変更しました！
No 実施講座 内　　　　容 担　当

1 社協って何しているの？ 社会福祉協議会の仕組みや会員会費の使途等につい
てお話させていただきます 総務・管理係

2 高齢者のからだの仕組み
～高齢者疑似体験～ 加齢による身体の変化の体験を行います

地域支援係3 ボランティアって何？ ボランティア活動の心得や活動の楽しさについてお
話させていただきます

4 福祉レクリエーション・健康体操 楽しく学ぼう！頭と体の健康講座

5 成年後見制度や日常生活自立支援
事業の仕組みと利用の仕方

制度を利用できる方、利用までの流れについてお話
させていただきます 相談支援係

6 介護実技ワンポイント講座 足浴や手浴の仕方、移乗動作の介護方法、紙パンツ
の上手な使い方についての実技を行います

介護事業係
7 体験！訪問入浴 訪問入浴サービスはどのような事業なのか、訪問入

浴車を見ていただいたりします
気になる講座がございましたら、下記までお問合せください。

【お問い合わせ先・お申し込み先】　中標津町社会福祉協議会　☎ 0153-79-1231

　令和2年度の出前講座の内容が変わり、
項目が 7つとなりました。

名　前：奥
おくむら

村　知
かず

弥
や

所　属：地域福祉課　地域支援係
出身地：音更町
趣　味：国内旅行（九州縦断経験有！）

名　前：新
しん

谷
や

　恵
え

里
り

所　属：地域福祉課　総務・管理係
出身地：浜中町
趣　味：�和食料理作り（得意料理は鶏

肉と大根の煮物！）

令和2年度

新入職員を
紹介します！
どうぞよろしく
お願いします！

　中標津町社会福祉協議会では、様々な支援に使
われる、リングプル・使用済み切手・書き損じハ
ガキ・使用済みプリペイドカード・ベルマーク収
集をしております！

　リングプル再生ネットワーク（プルネッ
ト）へ送ります。送ったリングプルの数量
に応じて車椅子などが中標津町社会福祉協議会に届き、
さまざまな場面で町民の皆さんの役に立っています。

　中標津東小学校へ送付し、
文房具や遊具に交換されて、
子ども達が使用しています。

　それぞれを取りまとめている団体に送付して、障
がいを持つ方への支援や海外での保健医療活動に役
立っています。

詳しい内容につきましては、右記までお問合せください。地域福祉課　地域支援係　☎0153-79-1231

リングプル ベルマーク

PrepaidCard

使用済み切手、書き損じハガキ、使用済みプリペイドカード

回収された物はどうなっているの??
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お 知 ら せ

◦暑さを避けましょう。
◦�１日あたり1.2ℓを目安として、こまめにゆっくりと水分補給をし
ましょう。
◦�大量に汗をかいた時は塩分も忘れずに！少ない量でも効率的に補給
ができる「経口補水液」がおすすめ！
◦日ごろから体温測定などをして健康管理を
　しましょう

中 標 津 町共同募金
委員会からの

募金結果報告について
　今年度は中標津中学校生徒会がデザインをして
くださいました。美味しい牛乳をたくさん飲んで
ほしい！「酪農の町なかしべつ」
の願いが込められています。中
標津町社会福祉協議会内、根室
中標津空港内に用意してありま
す。500円募金して頂いた方に1
つプレゼントいたします。ご協
力をよろしくお願いします。

　令和元年度、皆様からお寄せいただいた募
金は、4,353,016円（前年度3,852,774円）
となりました。
　皆様からご寄付していただいた温かい募金
は、中標津町の高齢者、障がい者、子ども達
などを支援する地域福祉活動のために役立て
られます。ご協力本当にありがとうございま
した。

2020オリジナルバッジを
作成しました！

中標津町
限定 !

令和元年度

　だるさや暑さ、頭痛やめまいなど熱中症の症状を感じたら、一旦マスクを
外して呼吸を整え、水分を摂って休みましょう。
※マスクを外す場合は人と十分な距離をとってから外しましょう。

　新型コロナウイルスの感染予防が続く中、夏場のマスク着用による熱中症に注意しましょう。
　マスクを着用すると吸い込む空気が暖かくなり、体から熱が逃げにくくなるほか、マスクを着用し
た状態で呼吸することで多くのエネルギーを使い、体温が高くなります。マスクによる加湿で口の渇
きを感じにくくなるため、熱中症に気づくのが遅くなる場合があります。特に高齢者、子ども達、障が
い者は熱中症になりやすいので十分に注意しましょう！

熱中症予防の

ポイント

～マスク着用による熱中症について～

健  康

ワンポイントアドバイス
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あたたかい真心をありがとうございます

阪　口　美穂子　様　　　植　垣　善　行　様　　　工　藤　ヨ　ウ　様　　　佐々木　信　重　様
滝　本　美智子　様　　　染　野　三千丈　様　　　伊　藤　純　一　様　　　佐々木　多笑子　様
伊　藤　優美子　様　　　髙　津　修　潤　様　　　千　葉　久　志　様　　　廣　瀬　明　美　様
森　　　章　人　様　　　武　井　要　市　様　　　越　智　明　子　様　　　山　﨑　　　衛　様　
小　林　　　茂　様　　　廣　瀬　　　茂　様　　　宮　武　葉　子　様　　　井　芹　靖　彦　様
松　井　和　義　様　　　中　澤　貞　子　様　　　氏　家　康　夫　様　　　斉　須　清　志　様
林　　　綾　子　様　　　柿　本　ハ　マ　様　　　長　内　正　弘　様　　　影　山　　　孝　様
二　瓶　賢　子　様　　　井　澤　礼　子　様　　　白　金　　　諭　様　　　佐　藤　妙　子　様
岩　間　拓　海　様　　　赤　木　静　江　様　　　石　澤　貴　栄　様　　　遠　藤　照　一　様
髙　橋　敬　子　様　　　鈴　木　勝　行　様　　　纓　坂　欣　一　様　　　菅　野　　　茂　様
清　水　安　行　様　　　山　田　武　夫　様　　　北　山　タツヱ　様　　　佐　藤　一　美　様
石　井　正　裕　様　　　岡　　　博　明　様　　　秋　山　テ　イ　様　　　斉　藤　　　勝　様
棧　　　友　美　様　　　瀧　　　美　子　様　　　荒　木　　　功　様　　　中　村　春　光　様
我　妻　寿　恵　様　　　

富国生命外野クラブ　様　　　中標津しらかば学園自治会　様�　　　中標津ロータリークラブ　様

令和２年５月31日分まで掲載

綿　貫　英　子　様　　　髙　橋　康　広　様　　　千　葉　京　子　様　　　矢　萩　義　江　様　
新　谷　利　香　様　　　村　上　恵　子　様　　　志　賀　シズヱ　様　　　鈴　木　フサ子　様　
栗　田　進　一　様　　　足　立　久　子　様　　　小野寺　　　学　様　　　吾　妻　常　男　様
能　田　友　吉　様　　　木　村　友理子　様　　　佐　藤　孝　男　様　　　太　田　恵美子　様
杉　崎　雅　子　様　　　佐　藤　　　満　様　　　臼　井　　　茂　様　　　石　井　晶　恵　様
天　口　信　子　様　　　渡　辺　けい子　様　　　石　崎　龍　彦　様　　　青　山　忠　弘　様　
美　馬　英　子　様　　　島　部　政　敏　様　　　前田結衣、琉斗　様　　　森　谷　典　子　様
松　田　一　雄　様　　　守　田　美　和　様　　　半　澤　利　平　様　　　加　藤　富　子　様　
佐野陽南、来珠　様　　　井　出　美智子　様　　　志　賀　正　男　様　　　川　村　純　子　様　
任　　　真　紀　様　　　山　﨑　秀　雄　様　　　澤　向　美智子　様　　　　　
オフィスプロダクト有限会社　様　　株式会社三和設備工業　様　　明 生 い き い き ク ラ ブ　様
南 泉 町 内 会　様　　中 標 津 郵 便 局　様　　中 標 津 脳 神 経 外 科　様
オオイハートフルホール　様　　南 町 新 生 ク ラ ブ　様　　一般財団法人中標津町文化スポーツ振興財団　様
住友生命中標津中央支部　様　　中標津町商工会女性部　様　　小針土建株式会社　開発維持　様
中標津手打ちそば同好会　様　　中標津町白樺町内会寿クラブ　様　　認定こども園　中標津第2ひかり幼稚園　様
ビューティーサロン恵子　様　　中標津消防団第1分団　様　　中 標 津 退 職 者 連 合　様
公 明 党 中 標 津 支 部　様　　中 標 津 東 九 条 郵 便 局　様　　奥 根 室 断 酒 会　様
有 限 会 社 吉 成 興 業　様　　雪印メグミルク㈱なかしべつ工場　様　　中標津ライオンズクラブ　様
野 の 花 の 会　様　　中標津ホーストレッキング同好会　様　　明治安田生命中標津営業所　様
ま ち 工 房 ・ 元 気 ！　様　　郵便局長婦人会標津部会　様　　㈱ カ ナ モ ト　様
ファーマライズ㈱川口薬局本店　様　　特別養護老人ホーム中標津りんどう園　様

収集ボランティアにご協力感謝いたします

香典返しにかえて

篤 志 寄 付

リングプル・使用済み切手・書き損じハガキ・テレフォンカード・ベルマーク


